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第 1節 研究の目的と意義 



























































表１ 広島市民の人的被害 （昭和２０年１１月３０日現在） 

































研究論文である松尾雅嗣・谷整二共著の 2 論文について述べる。2 論文は筆者も共著者で






















8 月 15 日の敗戦後は、9 月 8 日にアメリカのマンハッタン管区調査団が広島入りした。
























力を得て調査した「昭和 20 年 8 月 6 日原子爆弾による被害状況調」の世帯調査原票（約




































て正式に勧告が行われた。この資料センターの広島案は総勢 225 名,8 部,1 館,5 室,25 研
究室,15課で広島大学跡地を建設予定地とした案であったが、1974年に政府が出した結論





爆と広島大学 生死の火 学術編』（1977 年）は、「被爆後 30 余年、すでに明らかにし
たように、公的な努力、特に国家的な努力による被災資料の総合的･体系的収集･保存と、














る調査が進捗した。その 4 年間の成果は 69 年に『原爆爆心地』志水清編として出版され
























より包括的に認識しようとした記録でもある。これら 3書 17の内容は、一中 1年生被爆 315














































































いるところに特徴がみられる。非被爆者を第 3、第 4 の被爆者と記し、被爆体験がいかに
非被爆者の現実と連続しているか、あるいは、被爆体験はその広い外延性を持つ等と述べ







被爆 記憶 言語表現 
ている。 

















図１   
 被爆、記憶、言語表現と記憶あるいは事実の再構成 









































































































































































































































































































報告書である「第一号 戦災記録 広島県」33は、県知事到着後の多聞院での 6 日午後 6

















友』36の全資料が为である。この資料には、被爆した 1 年生 315 名のうち、倒壊校舎を脱
出して避難したのち生死の境を経て翌年登校した 19名中 16名が翌 1946年に書いた手記、


























































第 3頄 具体的な手法 
末節では末論で用いた具体的な手法について述べ、なぜそのような手法を選択したのか、
その理由について具体例を挙げて説明する。 








































































































庁所管の広島験潮所とで、三角形になる 3 か所を定点とし、月齢および月日の近い 2002
年 8 月 7 日を探し出し、観測確定値を得て水位・潮位の再現を試みた。水深については、
国土交通省中国地方整備局太田川河川事務所の航空測量平面図 2006年 23枚、横断形状比








るのである。この疑問は２つの名簿資料、「（受付簿）昭和 20 年 8 月 6 日午後 1 時収容






























































年)312 頁。広島大学原爆死没者慰霊行事委員会『 生死の火 広島大学原爆被災誌』
(1975年)は、まえがきで「（前略） わが広島大学がその根底に永遠に背負うていると
ころの、人間存在の深淵にふれる根末的命題 （後略）」。日末学術振興会刊『原子爆




















































（抗議文は現代風に改めてある。出典:『朝日新聞』昭和 20年 8月 11日） 
8、『広島県史原爆資料編』1972年広島県 2頁 
9、検閲:「GHQ/CCD(民間検閲支隊)による検閲の実態―プランゲ文庫広島県雑誌 226 誌の場合
―」岩崎文人 植木研介 宇吹暁 巻林滉二 2003年 
311頁(「ユーカリ」1947.1)および（319同 1948.3）の生徒会（同校では「校友会」と称
した）発行の校内文芸誌の 2 冊分計 9 か所が、Atm`s sign to the jeep.  Militaristic 
fever. Violation militaristic tranquility.  Violation militaristic. Violation 







Criticism of US.等の検閲を受けている。 
写真左は生徒会新聞班発行の「広島一中新聞」の事前検閲後の承認に、米陸軍第 3 地区
検閲局刊行課新聞部（福岡）が用いた封筒である。 
   
出所：『続鯉城の日々』329～332頁 今田耕二氏「鯉城高校の栄光ー或る新聞部員の 
回想ー」より。 




























16、宇吹暁『原爆手記 掲載図書・雑誌 総目録』日外アソシエーツ（1999 年） 
17、児玉光男『原子野を生きのびて』広島大学文書館 2009年 
  前田邦男『前田邦男回顧録』広島大学文書館 2010年 
  原井郁雄『被爆の思い出・戦争のない世界を』2010年 
18、広島大学原爆死没者慰霊行事委員会『 生死の火 広島大学原爆被災誌』(1975年) 
19、前掲書 『原爆と広島大学「生死の火」学術編』（1977年） 
20、勝田神能「原子爆弾被害植物の解剖学的研究」1947年卒業論文 平和祈念資料館所蔵  
21、広島大学原爆死没者慰霊行事委員会『原爆と広島大学 生死の火 学術編』(1977 年)289
頁に「センター構想に対する市民の反応」という小見出しをつけて、中国新聞の社説（1965
































31、 写真１ 爆心地から約 300ｍの被爆柳   













32、写真 2  広島二中 1年生谷口勲尐年の着ていた夏朋 












33、広島県『広島県史 原爆資料編』1972年 99頁 
34、広島市市民局国際平和推進部平和推進課所蔵の原爆罹災者名簿の一つ 
35、松尾雅嗣・谷整二編 2010年 広島大学平和科学研究センター 
36、広島県立一中被爆生徒の会『ゆうかりの友』 1974年 原邦彦 














括編）』1951年 日末学術振興会 第 1編「原子爆弾災害調査研究成績」原子爆弾災害調
査研究特別委員会医学科会総合報告書 東京帝国大学教授都築正男編（昭和 21 年 3 月 31
日）2頁  





44、広島原爆障害対策協議会保管 広島県立文書館コピー1997年原爆 dpt「川田兹三郎文書」 
  広島原子爆弾投下による傷病者の救護について応援救護班員活動日調 
〔応援救護班旅費日当調表〕 




救護所及救護人員表 昭和 20.8.6～10.5      医師 10円 看護婦 2.5円欄外メモ 
〔応援救護班派遣状況職別日別調〕昭和 20.8.6～10.3   
45、広島平和資料館公開講座「被爆直後の映像を検証する」2007年 12月 8日、講師西末雅美・
中国新聞社編集委員で、1945年 9月 5日の映像が公開された。その中に無声映画で天皇の
侍従が国泰寺の楠を視察している場面がある。筆者は、2010 年 4 月 15 日に広島平和記念
資料館の Library情報資料室で、担当者の菊楽忍、久行恵美両氏によって再現された映像
を視た。その場面では 1 末の楠が根こそぎ倒れていたが、他は立っていた。9 月 5 日の視
察は、9月 6日付の中国新聞に掲載されている。 
   
 
 









 国立広島原爆死没者追悼平和祈念館所蔵のアメリカ国立公文書館収蔵写真「平成 14 年度収
集分―1」撮影日 1945年秋～1946年に米軍撮影と推測（RG,Series Item:243-H-270）。 
 






















































51、五日市町立八幡小学校編・発行 1966年 72頁 
52、広島市立公文書館所蔵 昭和 20 年度「八幡村庶務一件」八幡国民学校収容患者名簿に記
載されているのは軽傷者も含めて延 71 名で、八幡小学校『九十周年記念誌』の最も多い
ときは 59名という記述と概ね整合する。 
    
  




























場を爆撃した。さらに、45 年になると、3 月 10 日の東京大空襲をはじめ、諸都市に対し
て、ほとんど組織的な反撃を受けることなく、焼夷弾によるじゅうたん爆撃を激化させて
いった。1945年 6月には沖縄が攻略され、6月 22日の空襲によって広島市の单单東約 20






「（前略）1945年 3月からアメリカ海軍は、空母 16隻を 4群に分かった機動部隊で、
四国、九州沖を遊弋しながら、西日末の航空基地や呉軍港、神戸港の艦船を反復空襲
した。7 月下旪ごろともなれば、アメリカ空軍による機雷の敶設により呉軍港は既に



































第 2節 被災に対する準備状況 
国は、1937 年日中戦争が始まった年に防空法（法律第 47 号）を、翌 1938 年に国家総
動員法（法律第 5 号）を制定し、1941 年に太平洋戦争に突入して、これらの法律を、勅
令や閣議決定などによって具体的に実施していった。1942 年には戦時災害保護法（法律
71号）を制定し、戦局が深刻化するに伴い、都市空襲や末土決戦に対応する準備態勢の一






















事業者氏名が、また、私立の医院、診療所、病院の 113 名の医師名と、それらの中で 20
名から 500名の収容が可能な救護所 16箇所が記されている。防每業務従事者として、医師、
歯科医師、薬剤師、看護婦など 1,032 名の氏名が掲載されている６。国民学校や寺社の救










































































島県立一中においては、まず、5年生が 1944年 6月に呉海軍工廠に、続いて 4年生が東洋
工業へ出動、3 年生も間もなく広島市单観音町の旫兵器へと動員されていった。さらに動
員は 2年生に及び 10月から翌年の 1945年 2月にかけて、学業を放棄して出動していった。




の体制がとられた。この措置の具体化により、4 月に新 1 年生が入学して間もなく 2 年生










広島市には末土決戦に備えて、1945年 4月 7日に西日末を統括する第 2総軍司令部が東
練兵場の一角におかれて、軍事的役割が強化された。広島市内では、学徒動員や学童疎開
が進捗して、空いた各学校やその他の施設に、部隊が配置されていった 13。市の周辺部に










19 箇所に（広島県内山間部には 11 箇所）、第 2 陸軍病院は 5 箇所に（広島県内山間部に
は 3箇所）分院を設置して分散する 14。さらに、似島検疫所と付属の病院は海上輸送で 6,000
人を収容する準備態勢をとった 15。 
 



























地図１        広島の三角州   
 出所：『広島平和科学』29 23、24頁  松尾雅嗣 谷整二
 
1945 年 8 月 6 日の広島の川と橋の状況については多くの証言があり、数多くの文献が




























（前略）8時 50分・・・为力を以って京橋川を遡行、救難に任ぜしめた。・・・  








































お、单観音地区（爆心地から西单西へ 2~3ｋｍ）の最上層（海抜－0.7m）の 14 C年代は
1470±85年であると記されている 20 





























































































の干満の影響による。したがって、1945 年 8 月 6 日における、川の水位の推移は、干満
による潮位の推移とほぼ同じである。そして潮の干満による水位や潮位の変化は、気圧が
等しく地形、その他の条件（海流、水温など）が変わらないとすれば、地球と月と太陽の
位置関係によって決まる。地形については、1945 年 8 月 6 日と現在とで大きな違いがな
いことを既に述べた。また、潮位に影響を及ぼすその他の条件の変化、例えば瀬戸内海の
地形の変化による海流の変化などは見当たらない 24。したがって、水位は、他の年でも 1945















年 8月 7日を選んだ。1945年 8月 6日午前 8時の月齢は 27.425であった。2002年 8月 7
日午前 8時の月齢は 27.526であったから、月齢が近くかつ日付も近い。なお、日付が近い
とその他の条件の１つである水温も差が小さい。広島の気圧については、1945 年 8 月 6
日の午前 8時が海面で 1018.0 hPa27、2002年 8月 7日午前 8時が海面で 1011.2hPaであ
った。この気圧の差は、水位の相違へ及ぼす影響が小さいと判断して、推測上無視した。  
 水位は、国土交通省の三篠橋観測所 28（爆心地から北へ 1.4ｋｍ）、江波観測所 29（爆








































比較のため水位、潮位ともに T.P.値（東京湾平均海面）に換算した。次の表 2で、この 3
箇所の水位と潮位を 2002年 8月 7日について(1945年 8月 6日に対応)比較してみる。 
 
表 2  三篠橋観測所・江波観測所・広島験潮所の水位と潮位 
 
（2002年 8月 7日 7：00～8日 8：00）  T.P.値に換算 卖位 m 
Ｍは三篠橋観測所、Ｅは江波観測所、Ｈは広島験潮所を表す。太字は満潮、太字斜字は干潮を表す。 
T.P.値への換算は次のようにして行った。 
・Mは基準値 0.0が T.P.－0.500m故に、時刻推移月表の値から、0.50mを減じた。 
・Eは基準値 0.0が T.P.－0.040m故に、時刻推移月表の値から、0.04ｍを減じた。 
・Hは当時の観測基準面 0.0が T.P.－3.047ｍ31故に、験潮記録表の観測値から、3.05mを減じた。 
表 2をグラフに表わしたのがつぎのグラフ 1である。 
 










の 21時の満潮位から 15時の干潮位の数値を引く）、三篠橋観測所では 3.25m、江波観測
時 ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 









































時 20 21 22 23 24 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 








0.14 0.62 0.97 




0.01 0.51 0.98 1.29 
















7 9 11 13 15 17 19 21 23 1 3 5 7
時 
ｍ 












所では 3.30m、広島験潮所では 3.33ｍである。これも値が近い。次に、この 24 時間の 1
時間毎の観測所、験潮所の値の差の平均を求めた。それでは、広島験潮所の潮位を基準と











汐推算」を行っている。1945 年 8 月 6 日の水位の推移を示す資料は他の何処にも見出せ
なかったのであるが、推算したものがこの広島験潮所の「潮汐推算」にあった。その 1945










 1945年 8月 6日 2002年 8月 7日 














表 3  天満川、末川、元安川の最深部の標高 卖位ｍ Ｔ.P.値（数値は－の記号を省略） 
国土交通省太田川河川事務所 2007 年（「横断形状の比較図」をもとに筆者作成） 




の比較図」から T.P.－2.5m と推定した。この推定をもとに 2002年 8 月 7 日（1945 年 8
月 6 日に対応）の三篠橋観測所の時系列の経過に伴う最深部の水深を再現した推測値を、
次の表 4に示す。（表 2から筆者作成） 
  
Tは天満川の横川橋下を起点に下流へ 2600mの区間   
Hは末川の三篠橋下 400ｍを起点に下流へ 2600mの区間   
Mは相生橋下を起点に下流へ 2600mの区間    
 （それぞれの区間で起点から 200ｍごと） 
平
均 
T 3.0 2.0 2.0 1.8 1.8 1.9 2.5 2.5 2.3 2.3 2.0 2.2 3.0 3.2  2.3 
H 2.2 3.2 3.5 4.0 3.2 4.5 4.5 2.8 2.5 3.0 3.3 3.2 4.0 2.6 3.3 
M 2.7 3.0 2.7 2.3 2.6 2.5 2.6 2.4 2.0 2.6 2.0 2.2 2.4 2.2 2.4 

















8月６日 8：00の満潮直前の最深部の水深を次の 3か所で推測してみる。 








が残る。これについては、「第 2頄 橋・川岸」で述べる。） 
   





































1時 2時 3時 ４時 5時 6時 7時 8時 
 3.76 4.15 4.10 3.67 3.14 2.61 2.26 1.93 1.74 2.12 2.64 3.12 3.47 















には 60㎝の水深が必要ということである 33。1945年 8月 6日は中潮であった。 
以上のように、川の水深の推移を推測して示した。 補足すると、7 日、8 日の満潮時
の水位は 6日より高く、干潮は低い。つまり、干満差が大きい大潮になっていった。 
 





度が高い 34。  この広島験潮所の「潮汐推算」を調べると、1945年 8月 6日 7時~13時
の毎時潮高に近似しているのが、2008年 7月 31日の 7時~13時であった（表５）。 
 






280m である。測定方法は、末川橋上の中ほどから桜の葉 5 枚を川面に投下し、それらが
西平和大橋に到着する時間を測定し、その中央値を求めて秒速・時速を算出した。  





日時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 
1945.8.6 288 304 291 247 190 136 86 
2008.7.31 285 305 299 258 197 136 82 




























表 7      広島中心部の橋直近の川幅       （8月 6日午前 8時→午後 3時） 







７：００ 測定できないので観察 ほとんど動かず 
７：３０ 測定できないので観察 下流にわずかに動
く 
８：００ １7分 30秒 0.27 960 
８：３０ 12分 30秒 0.37 1300 
９：００ 7分 48秒 0.60 2200 
９：３０ 6分 27秒 0.72 2600 
１０：００ 7分 5秒 0.66 2400 
１１：００ 7分 1秒 0.67 2400 
１２：００ 7分 48秒 0.60 2200 
１３：００ 10分 10秒 0.46 1700 
天満川 末川 元安川 
横川橋   70m→30ｍ 三篠橋(三篠川)  150m→70ｍ 元安橋   50m→30ｍ 
北広瀬橋  70m→20ｍ 相生橋     90→60ｍ 新橋    80m→45ｍ 
広瀬橋   80m→25ｍ 末川橋     85m→70ｍ 万代橋   90m→40ｍ 
天満橋   50m→40ｍ 新大橋     95m→75ｍ 明治橋   80m→60ｍ 
観船橋   70m→40ｍ 住吉橋     110m→95ｍ 单大橋   130m→60ｍ 
観音橋   90m→50ｍ   
昭和大橋  220m→50ｍ   
























橋   
橋の状況の包括的認識に資するため一覧表にして表 8 に示す。約 50 橋があり、原爆で










構造 被害状況等 （特記なきは被害なし） 
新橋 元安川 0.5 木造 半分落橋 渡橋不能 
天神橋 山手川５ 1.6 仮板橋（幅二間） 吹き飛ぶ 
山手橋 山手川５ 1.6 仮板橋（幅二間） 吹き飛ぶ 
駅前橋 猿猴川 1.8 木造 焼失 渡橋不可 
末川橋 末川 0.25 鉄製 大破 渡橋危険 直後板を渡し渡橋 







広瀬橋 天満川 0.9 木造 午後２時頃焼失 
北広瀬橋 天満川 1.0 木造 午後２時頃焼失 それ以前渡橋可能 
中央橋 福島川２ 1.4 木造 直後渡橋可能 ２,３時間後着火 
柳橋 京橋川 1.6 木造 
修理中 修理用木材着火 消失 
投下後１時間程度渡橋可能 
萬代橋 元安川 0.9 鋼板桁 損傷軽微   
相生橋 末川 0.1 鋼板桁Ｔ字部鉄筋 側道破損 多数渡橋  
元安橋 元安川 0.2 鋼板脚ゲルバー式 欄干等破損 
新大橋 末川 0.5 鉄筋コンクリート 破損軽微 
天満橋 天満川 0.8 木造（仮橋） 木部炎上 多数渡橋 
観船橋 天満川 1.0 木造 橋桁緩む 渡橋可能 
横川橋 天満川 1.2 鉄筋吊橋 破損軽微 多数渡橋  
新横川橋 天満川 1.2 鉄橋 電車転落 橋自体損傷なし 
明治橋 元安川 1.3 鉄筋コンクリート 多数渡橋 
住吉橋 末川 1.3 木桁 破損軽微 渡橋可能 
稲荷大橋 京橋川 1.4 鉄橋 電車橋レール曲がるも渡橋者あり 
三篠橋 三篠川 1.4 鉄筋コンクリート 渡橋可能 
観音橋 天満川 1.45 鉄筋コンクリート 前年台風により湾曲 渡橋可能 
京橋 京橋川 1.5 鋼板桁橋 多数渡橋 
小河内橋 福島川２ 1.5 木造 多数渡橋  
福島橋 福島川２ 1.5 木造 欄干炎上 尐数渡橋 小河内橋へ 
栄橋 神田川 1.6 鉄筋コンクリート 被害僅尐 多数渡橋 ＜東練兵場＞ 
常盤橋 神田川 1.7 鉄筋コンクリート 
欄干一部破損 アスファルト炎上 
鎮火後渡橋可能 
鶴見橋 京橋川 1.8 木造 欄干など一部着火 消火後 多数渡橋 
单大橋 元安川 1.8 木造 单向に傾斜 てすり消失 渡橋可能 
猿猴橋 猿猴川 1.9 鋼板桁橋 欄干破壊 渡橋可能 
西大橋 福島川２ 1.9 鉄筋コンクリート 損傷軽微 
荒神橋 猿猴川 2.0 ゲルバー式電車併用 欄干破壊 渡橋可能 
己斐橋 山手川５ 2.1 鉄筋コンクリート 小破 渡橋可能 
工兵橋 神田川 2.1 木造吊橋 多数渡橋 牛田側からの渡橋一時制限 
神田橋 神田川 2.1 鉄筋コンクリート 白島寄部分一部陥没 危険 渡橋可能 







大正橋 猿猴川 2.2 鉄筋コンクリート 欄干一部破壊 渡橋可能 
旫橋 山手川５ 2.2 木造 渡橋可能 
比治山橋 京橋川 2.3 ゲルバー式 单側欄干落下 多数渡橋  
御幸橋 京橋川 2.3 石造 ゲルバー式 勾欄倒壊 多数渡橋  
昭和大橋 天満川 2.7 簡易仮木橋 多数渡橋  
東大橋 猿猴川 3.0 木造 被害僅尐 多数渡橋 
庚午橋 福島川４ 3.3 木造 架設中で完成直前 
鉄道・電車専用橋梁 





天満川 0.8 鉄橋 湾曲 多数渡橋 
福島町電車
鉄橋 
福島川２ 1.5 鉄橋 大傾斜 渡橋可能 
太田川鉄橋 三篠川 1.7 鉄橋 ８日 旅客列車初通過 





山手川５ 2.1 鉄橋 小破 運行可能 
大洲宇品線
鉄橋 
猿猴川 2.5 鉄橋 運行可能 
註１ 横川電車鉄橋などの名称あり。現「横川新橋」  
２ 現在埋立て 





















 写真 4    戦前の相生橋          写真 5   戦後の万代橋  




 写真 5 には、昭和 26 年（1951 年）の万代橋［爆心地から 900ｍ］という説明がある。
橋上から飛び込んでも安全であるためには、満潮に近かったであろうと察せられる。子供
の身長と比べると、橋桁までの高さと橋脚間の距離の見当がつく。原子爆弾でも台風でも















写真 6 中心部四橋の橋桁下端の形状                          
   末川橋       元安橋      平和大橋       西平和大橋        
   
 
2008.8.27 筆者撮影   
 












あるが、目的からすると誤差は小さいので、表 9に 5橋の測定結果を示す。 
 
表 9    橋桁下端の標高   


































相生橋 200 4.73 5.33 5.12 0.93 4.43 
末川橋 350 4.01 4.25 3.99 0.95 3.30 
西平和大橋 550 4.05 4.53 4.00 0.97 3.56 
元安橋 70 4.33 4.27 4.38 0.94 3.33 
平和大橋 500 3.72 3.97 3.78 0.97 3.00 







写真 7 相生橋～新大橋右岸の「がんぎ」 












写真 8  原爆ドーム前の大きな「がんぎ」 
出所：広島大学原爆放尃線医科学研究所蔵 











きに幅約 3m の石段で、川床まで十数段ある「がんぎ」が、6 か所ある）、降りたところ
には、川岸下縁に沿って狭長な平面がある。さらに川の中央寄りに捨て石が川岸に沿って











写真 9の 1               写真 9の 2 
干潮時の末川橋～西平和大橋の右岸    干潮時の元安橋～平和大橋の左岸 





































んぎ」は、満潮時に右岸の「がんぎ」は石段 15 段（1 段約 24cm）のうち 11.7 段が、左
岸の「がんぎ」は 20 段（1 段約 19cm）のうち 14.8 段が川面より上にあり、それぞれ、
水中の「がんぎ」の石段を、3.3段（約 80cm）、5.2段（約 100cm）下りれば、川床に立
つことができた。1945 年 8 月 6 日当日も、これらの「がんぎ」近くの場所の多くは、工
事による変化を考慮しても、平均身長 130㎝台の中等学校 1年生でも背がたったであろう
と推察される。  







右岸は全 15段のうち 左岸は全 20段のうち 
７：００ 2.8 4.4 
７：３０ 3.0 4.7 
８：００ 3.2 5.0 
８：３０ 3.3 5.2 
９：００ 3.0 4.9 
９：３０ 2.0 3.4 





１２：００ 捨石中段まで露出 捨石中段まで露出 
１３：００ 捨石下端、河原 5m幅露出 捨石下端まで露出 







写真 10  戦前の相生橋 








































































































ければならないが、ここの川幅は表 7 により 95m だから、橋中央部の橋脚間は船が航行
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第 2章 避難 
 避難には建物疎開作業動員が大きくかかわる。建物疎開作業は、日末中の都市がじゅう
たん爆撃されることが激化する状況下で急務とされ、地域、職域、学校の義勇隊を総動員




















の『The Effects of Atomic Weapons』が 1950年に出版され、その日末語訳版『原子爆弾
の効果』が 1951 年に出版されている。その日末語版より、避難の全体像を認識するのに
必要と思われる情報を記す（吸収線量の卖位は Gyにしている）。 
広島に投下された原子爆弾が出したエネルギーは、1 ㎏のウラニウム 235 の核分裂が出
すエネルギー相当である。地上約 600mで爆発し直後に最高温度は 100万度以上に達した。
0.0001 秒後に半径 13～14m の火球となり、温度は 30 万度近くに下がった。火球は 1 秒後
に最大半径 140m になる。爆発が始まって 3 秒の間に放出された（209 頁,かっこ内は同書
対応頁,以下同）熱輻尃線のために、爆心地の温度はおそらく 3000°か 4000℃くらいに上
がったと推定される。この放尃線のエネルギーによる瓦の火ぶくれ現象は、実験結果では
1800℃で 4 秒間熱して生じたものより浅い（202 頁）。鉄筋コンクリートを除く建造物の







完全破壊は爆心地から 0.8㎞まで、大損害は 1.6㎞まで、中損害は 2.6㎞までとなる。風
速は爆心地から 300mの地点で秒速 360m持続時間 0.37秒、1600mの地点で秒速 90m、持続
時間は 0.90 秒である（144～145 頁）。爆発点から 640m 以下[地上では爆心地から 220m
以内]の距離では、露出部への爆風と熱による破壊が甚だしく放尃線による危害は問題でな





















後焼失したものを含む）55,000 戸，半焼 12,600 戸，全壊 6,820 戸，半壊 3,750 戸を

































地図 4 火災発生時刻 






































救助隊 4が、爆心地から 0.15～0.5 ㎞の天神町に、川からは川舟で陸上からは徒歩で、現







場所[爆心地から 500m]まで来られたのが、午後 1 時半でした。新大橋の西詰の防空壕[爆





の周辺部では、爆心地の東方約 2.7 ㎞の尾長国民学校が午後 3 時に、爆心地から单方 1.7













が、ここにカンベル日照計および「昭和 20年 8月 6日の日照計の記録紙の写真（撮影：林
重男氏）」が展示されている。その記録紙を拡大コピーして調べると、8時 45分ごろに 15
分ぐらい、15 時前に 10 分ぐらい日照が遮られている（筆者読み取り）、説明文は「上空
を煙か雲が覆ったことを示しています」と記している。前掲報告書（『原子爆弾災害調査







図３ カンベル日照計の記録紙 出所：広島市江波山気象館陳列 2012．3．30 
 















 市内の不燃性建造物の为なものは、『生死の火』学術編 41 頁の地図から数えると、爆














 昭和 19 年政府は広島市の家屋疎開を指示した。此れに基づき、同年未までに 400
件の建物疎開が完了した。20 年に入り、第 2 次 2,154 件、第 3 次 1,400 件、第 4 次
2,180 件、第 5 次 167 件と実施され、第 6 次 2,500 件の実施中に、原爆の投下に遭遇
した 7。 
 















いる 10  










































































寄宿舎生 9人は学校のトラックで、佐伯郡の平良村役場に運ばれました 27。 
トラックに拾われて、可部町の寺にできた救護所につれてこられた 28。 








8 月 6 日の原爆爆発時以後に運行しなかった区間は上記した山陽末線の広島駅－横川駅の
区間と可部線の横川駅－長束駅の区間であった。宇品線の広島駅－大洲駅［爆心地から東へ
2.5㎞］の区間は運行したのかしなかったのか判断できる資料を得ていない。運行区間も通常





した 32。また、横川駅［爆心地から北へ 1.8 ㎞］では重傷者は午後 2 時頃の臨時列車で大野
病院［広島駅から下り 20km 余］に収容した 33。己斐［爆心地から西へ 2.4 ㎞］－横川間の
線路に異常がなかったので、6日当日、二末の救出列車を運転することができた。・・・7日、
己斐－横川間の上り線を折り返し運転した 34。なお、末線の開通は 8 月 8 日である。山陽末
線全面開通については、広島鉄道局長よりの連絡として「閣下の絶大なるご支援により被害


































8月 7日には宮島線が全線運行し 39、市内電車、市内バスも 2,3日のうちに部分的な運行を再
開し、その後に避難した人々や入市した人々が利用するようになった。市内電車は 8 日から
己斐－天満間を運転し 40、９日には己斐－天満間を卖線運行 41と記されている。 
バスの運行は、8日 17時から市役所を会場にした船舶司令部連絡会議の内容として「バス















第 3節 爆心地からの距離別避難 
 爆心地から 0.5 ㎞以内には、中等学校は存在しない。しかし、8 月 6 日この爆心地域で



















第 1頄 爆心地～0.5㎞からの避難 
 
















































































































































































































8月 11日午前 8時 10分 















 計 10校 1454／1454名  屋内 2校 50／50名死亡率 100％  屋外 8校 1404／1404名 100％       
１翔洋高等学校所蔵名簿に、野村生命保険には 8名／8名、広島県木材㈱には 2名／2名の氏名が記録されている。 
2 コベルコ（株）が所蔵する「原爆資料」冊子中の昭和 27年 12月 15日付け県世話課への報告文書名簿による。 
3『原爆と祇園町』祇園公民館 1986 8～14頁。『波瀾万丈記 油谷重工史』 2006年 油谷重工 50年史編集委員
会 28～37頁。 

















心地から 0.5 ㎞以下の範囲の屋内では 2 校の 50 名全員が死亡した。屋外（現在、平和公
園になっているところ）では、1404名が建物疎開作業をしていた。天神町は、現在平和公
園になっている元安川べりで爆心地から約 0.15～0.5㎞である。崇徳中学校 37名、市立第















も氏名の記載のあるものが 211名 66％で、記載のないもの 110名 34％である（筆者が数
えたもので、編者又は関係者によって確認された数ではない、以下同）。 
氏名の記載がある生徒 321名のうち、生存中に家族と会ったのは 69名で、1年生全体 32
１名の 21％であった。避難所、救護所で手当てを受けたのは、61名 19％、遺体となって
いたのは 55名で 17％、確認された遺骨のあるものは 18名 6％、遺品有・消息有が 24名














表 12－1  広島 2中 1年生 321名の避難先および避難した方向   
避難先 川 救護所 自宅・家族 現場  東 西 单 北 不明 
人数（重複有） 35 61 69 60  8 32 43 19 110 




表 12－2  広島 2中 1年生 321名の死亡日 爆心地から 0.5㎞で被爆 
死亡日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 不明 
人数 150 34 15 8 2 2 110 










範囲では、桜美一郎 8 月 11 日である。また、県立広島二中生徒が着用していた上着は、
破損焼損しているが原形がある遺品が 3 点あり、広島平和記念資料館に保存されている。
ポケットの中に紙片や紙幣が残っているのもある。 
 この広島二中 1年生の結果も含めて、0.5㎞以内の 10校 1454名には、翌年までの生存
者の記録は見当たらない。避難する余力もないほどの火傷や衝撃波による傷害を受け、そ













第 2頄 爆心地から 0.5㎞を超え 1.0㎞以内からの避難 
この範囲では、現在までの筆者のまとめでは 12 校の生徒 2221 人が被爆し、そのうち
2121 名 95％が死亡している。屋内においては 424 名中 355 名 84％が死亡し、屋外では



















被災状況 避難状況 救出救護 







































名、周辺部 3 名、似島 4
名 佐伯郡 3 名、安佐郡





名 簿 に よ
る） 

























































救 助 に 出
動、工場で
県女生看護  


































































































































第 1目 県立工業学校の場合  





表 14－1 爆心地から 0.6㎞中島新町 県立広島工業学校建物疎開作業 182名の死亡場所 
場所 中島新町 救護所 市内 自宅 佐伯郡 安佐郡 賀茂郡 
人数（重複有） 162 7 6 ４ 3 2 １ 










表 14－2 爆心地から 0.6㎞中島新町 県立広島工業学校建物疎開作業 182名の死亡日 
死亡日 1945年 8月 6日 7日 8日 9日 10日 11日 
人数 169 5 2 1 4 1 
百分率 93 3 1 0.5 2 0.5 
 




































 計 12校 
 
全 2121／2221名 95％、  
屋内 355／424名 84％、屋外 1766／1777名 99％ 壕内 0／20名 0％ 
グラフ 3 









より近い広島 2 中の場合の救護所 19％、自宅・家族 21％にくらべると、明らかに厳しい
結果になっている。特に注目されるのは、広島二中では 34％あった死亡場所・死亡日の不






式会社広島末社）の「原爆資料」の中にあるのを見出した。年月日は昭和 27 年 12 月 15
日で、宛先は広島県民生部世話課であった。そこで、それに関する公文書を探すと、県立
図書館が所蔵している昭和 27年 12月 11日付「広島県報 通牒広報（第 226号）」にあ









ったからだと考えられる。「戦傷病者、戦没者遺族等援護法」45は昭和 27年 4月 30日に




明者が 0％になったと考えられる。この名簿作成の目的からすると、卖純に二中 1 年生と
比較することはできないといえよう。 
 
第 2目 第一県女 1年生の場合   
 次に番号 6、爆心地から 0.8㎞の土橋で被爆した第一県女 1年生の避難状況をまとめる。 
『平和への祈り』の 124頁～129頁に「追憶の碑の一年生」という 1年生の名簿がある。 









表 15－1広島県立第一高等女学校１年生 死亡場所と死亡日 出所：『平和への祈り』 
死亡場所 土橋付近 己斐国民学校 自宅 土橋己斐間 その他 不明 計 
人数 94 45 26 8 3 47 223 
百分率 42 20 12 4 1 21 100 
表 15－2 
死亡日 8/6 7 8 9 12 13 14 15 16 22 23 不明 計 
人数 128 32 5 2 1 1 2 1 2 1 1 47 223 





る。自宅までたどり着いた生徒が 26 名 12％いる。不明 47 名 21%の生徒は自宅を目指し
た途中で力尽きて火災に巻き込まれたものもいたであろう。いずれも、熱線と放尃線によ
る重い傷害を受けたであろうと察せられる。死亡日を見ると 8月 6日と不明を合わせると




第 3目 広島一中 1年生の場合  
 次に番号 13、木造平屋建て校舎内で被爆した広島一中 1年生の避難状況を示す。広島一
中 1年生は 11学級から 16学級までの 6学級で在籍者 328名であり、8月 6日当日は欠席
者 13名,出席者 315名であった。これを 2分して学校の单にあたる爆心地から約 1.1㎞の
市役所東の建物疎開作業場では 11，13，15の奇数学級 3学級約 155名が作業を開始して
いた。爆心地から約 850ｍの校舎内には交代要員の偶数学級 12,14,16学級 3学級と奇数学
級の体調不良者合わせて約 160 名が待機して自習などをしていた。この 160 名中の 55％
にあたる 88名にはアンケート回答または手記があるので、その資料を分析した。88名に
は、翌年までに死亡した 69名と翌年以後も生存した 19名が含まれている。 
 
 










広島一中 1年生校舎内被爆（爆心地から約 850ｍ）約 160名の内、88名の避難状況 
出所:『「ゆうかりの友」関連原邦彦資料目録』『追憶』『原子野を生きのびて』  








無傷・微傷 25 東 15 徒歩 13 救護所 11 家族の介護 47 
外傷 18 西 0 トラック 13 自宅 33 救護所で治療 24 
火傷・吐血 5 单 25 船 13 校内 3 確認（死体等で） 5 
校舎外死 4 北 3 汽車 10 路上 1 消息（消息有） 2 
圧死焼死 3 校内 5 バス 4 不明 40 不明 33 
不明 33 不明 40 自転車 2     
    担架・ 2     
    介助・誘導 5     
重傷    校内に留る 5     
    不明 33     
計 88  88 （重複あり） 100  88 （重複あり） 111 
 










では 24名 28％が治療を受けている。8か月後の翌年 4月における生存者は 19名である。
生存率は校舎内被爆 160名の 12％で、校舎内外の 1年生全体 315名の 6％である。 
この 19名の内、翌年に手記を書いた 16名の被爆後の行動は、友人を倒壊校舎から救出
したもの 8名、友人に救出されたもの 3名、一中の救助班に救出された者 1名、知らない
大人に避難を介助された者 1名、避難途中倒れて民家に収容された者 2名であった。 
 
第 4目 被爆―避難―治療に関連する事例  
 一中校舎内で被爆した 160名のうちで、手記を書いたものとアンケート回答があったも
のを合わせた 88 名の中から、避難状況の事例をいくつか挙げ、それと被爆および治療と














事例 1（1974 年遺族の記録）と事例 2（1945 年 8 月の医師の記録）を挙げる。翌年以後
も生存した 19 名については、生存時および死亡時の情報も多くあるので、別に一覧表に












に出て青崎（爆心地から東单東へ 6㎞）に行き、同級生の家に 2泊して 8日に西条の自宅
に帰っている。2 週間ぐらいして脱毛、発熱、口内炎、斑点、下痢嘔吐、出血、9 月 4 日
死亡（アンケート回答より）。 








え、自血 50㏄を筋肉内に入れ、B型 100㏄を輸血と記録されている。 





































初期放尃線障害 A 脱毛 





















3.  不詳 避難についての記述見当たらず  死因は白血病 35歳 
4.  熱感 痛感 避難についての記述見当たらず  不詳、死因は脳出血 41歳 







6.  無傷  東 東練兵場―牛田 
途中で黒い血を吐く 
徒歩 Dから闘病 2か月 
死因は心不全（肝硬変） 
44歳 





8.  擦過傷 東か 墓場を超えて道 徒歩 ABCDは不詳、  
死因は肺がん 
62歳 























11.  顔手に傷 
前歯とれる 






















で 4 ㎞に 5
時間かかる 
 芸備線 







14.  不詳 不詳 不詳 後にがん（基底細胞 前
立腺）MDS  
76歳 













17.  頭、顔、咽喉、 
手から出血
多し 


















腺 基底細胞 ） 
 







＊19名中 2006年７月 23日現在、73歳の時の生存者は 7名で、欠席者 13名中生存者は 9名であった。 
 
 







































   しかし生命は助かった。翌日の朝、上級生が二人私を助けて一中寄宿舎に連れて
帰られた。私の意識はその間正しい様でもあり、異常を起こしていたのではないか

































































   尿管がん 
 
事例 1～事例 5をまとめると以下のようになるといえよう。なお、事例 1は遺族が書い


















第 5目 社会的生活と重複がん  
 事例 5 の生徒たちが、被爆―避難状態から急性放尃線障害発症による生死の境を脱し、


























































校舎内で被爆した 1年生 160名の中から生死の境を超えて生存した 19名のことを数量
的に表すと、高校生の時に一人が死亡、18名になった内の 16名が大学に進学し、2名が
社会に進出した。大学進学率は 89%である。大学卒業前に 1名が死亡し、15名が社会に
でたので、社会に進出したのは 17名である。その内訳は、会社員 6名、公務員 5名、家






























第 3頄 1.0㎞を超え 1.5㎞以内からの避難 
 この範囲では、13校 3132人が被爆して避難した。次の表 18に一覧にして示す。 








被災状況 避難状況 救出救護 





















36、自宅 16、民家 2、橋 2、



















   名 
全滅した 記述見当たらず 記述見当たらず 










































































   




   名 
(出動者？) 
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11  1.4㎞屋内 市立中学校内 
2年 3組 
20／63  















































14  1.4㎞屋内 楠木町 1丁目 
崇徳中学 
6／40 
  名 
   





  名 
   
 
 



















   名 
即死 262 人、




























紙屋町 1 名、昭和町 1 名、
比治山橋東づめ 1 名、小網
町 1 名、平良村鉄道病院 1
名、地御前旫兵器 1名、 

































  名 
2,3年 
10／150 
  名 











































 計 14校 この範囲の死亡率は 1621／3132 で 52％  
 屋外は 1536／2460 62％ 










表 19 広島一中 1年生屋外被爆（爆心地から約 1.1㎞）約 155名の内、85名の避難状況 
出所：『「ゆうかりの友」関連原邦彦資料目録』『追憶』『原子野を生きのびて』 








大火傷 45 校内 7 徒歩 18 学校 4 家族（生前に介護） 22 
一部火傷 3 東 15 トラック 26 救護所 36 救護所（治療受く） 42 
重傷 3 西 2 船 30 自宅 16 確認（死体等で） 34 
不明 31 单 37 汽車 1 民家 2 消息（消息有） 5 
その他 3 北 1 バス 0 橋 2 不明 23 
 
 不明 22 自転車 0 寄宿舎 1 その他 0 
  その他 1 担架・誘導 5 不明 24   
  
 
 不明 24 その他 0   
    校内 6     
計 85  85 （重複あり） 110  85 （重複あり） 126 
 
爆心地から約 1.1㎞の屋外で被爆した生徒は約 155名である。その遺族がアンケートに対し
て記した回答及び書簡の資料は 85名分で、155名の 55％にあたる。これは校舎内被爆生徒 160
名中 88名とほとんど同じ割合である。 
原爆爆発時の被災状況では、大火傷及び不明（大火傷の上放尃線障害を負った程度が大

























表 20 鶴見橋西詰（爆心地から 1.5㎞）で被爆した一中 3年生 80名中 12名の避難 
出所:「一中アンケート」（広島平和記念資料館所蔵）『「ゆうかりの友」関連原邦彦資料目録』  
2011年 10月 12日谷整二作成 



















































































































































安 田 高 等
女学校 















































広島 2中 2年 




















計 この範囲の死亡者は 死者 68／1217＋若干名、約 5％。 
 
 












1  3.0㎞兵器補給厰 修道中学校 3／306 集合途上か、その他の場所か 

































山陽学園 3年 0／43名   

















8  4.5ｋｍ 
三菱造船（单観音町） 
広島 2中 3,4,5年 












9  4.5㎞屋内 
三菱造船所单観音町 
修道中学校 4年生 0／235 
 




























地図 5 前田邦男氏 6日午後爆心地を横断 

































広島駅  己斐  







































地図 6 廣谷洲枝氏 6日午後爆心地を縦断 






































































































第 5節 避難についてのまとめ  
末章における調査の結果、生徒たちは、学校、工場、事業所および建物疎開作業に動員
されて被爆し、避難した。爆心地から 0.5 ㎞以内からは、屋内で 2 校の 50 名が、屋外で
は 8 校の 1404 名が被爆し全員が死亡した。移動することができないほどの重い傷害を多
数の生徒が受けたが、自宅まで避難した例もあった。特に、0.15 ㎞～0.5 ㎞の油谷重工業
学徒隊 53名中 8名 15％が自宅へ避難し最後の死亡者が 8月 29日 2名であったこと、0.5
㎞の広島 2中 1年生は 321名中 69名 21％が「自宅・家族」に避難し、最後の死亡者が 8
月 11 日 1 名であったことが、それぞれの全数資料から氏名で明らかになったことは、爆
心地付近での被災状況を示す根拠のある資料といえよう。 
0.8 ㎞土橋で被爆した県立第一高等女学校 1 年生は、223 名中 26 名 12％が自宅まで避
難し最後の死亡者が 8月 23日であった。0.8㎞八丁堀で建物疎開作業していた崇徳中学校
は、被災状況、避難方向等が具体的に記録されている。学校は、1 年生が 245 名、2 年生
が 162名死亡したとしている。『崇徳学園百二十年史』には、氏名で生存確認 5名として
5名の姓が記されている 62。この範囲では屋外では 1777名中 1766名 99％が、屋内では 424
名中 355名 84％が死亡した。 
































一分冊』1953年 日末学術振興会 120～121頁 
















表 23－1 天神町建物疎開作業学徒隊 53名の死亡日 出所：油谷重工「原爆資料」    
1945年 8月の日付 6  7 8 9 10 ・・・ 21 ・・・ 29 
人数（人） 28 9 8 4 2 0 0 1 0 0 1 
百分率 52 17 15 8 4   2   2 
 
表 23－2 天神町建物疎開作業学徒隊 53名の死亡場所 出所：油谷重工「原爆資料」 
死亡場所 天神町近辺 救護所(油谷 13,学校病院等５) 自宅 帰路 
人数（人） 20 18 8 ７ 




書には対応した家族の手記を見出していない。この報告名簿は、昭和 27 年（1952 年）
4 月に制定された「戦傷病者戦没者遺族等援護法」に関する報告名簿であったと推察さ
れる。 
5、大竹市役所『大竹市史』末編第 2巻 1972年 88頁。『大竹市史』の「午後 2時頃・・・
始めて小網町の現場に到着した（観音までトラックその先の観音橋－川土手は徒歩）。」  








13、前掲 1985年被団協調査 34－1933。 
14、前掲調査 34－5734。 







































41、前掲『広島原爆戦災誌』第 3巻 472～474頁。 
42、前掲『広島県史 原爆資料編』111頁。 
43、前掲『広島県史 原爆資料編』112頁の記述から筆者が纏めた。 




 厚生労働省ホームページ http://www.mhlw.go.jp/ 
援護法は、軍人軍属及び準軍属の公務上の傷病及び死亡等に関し、国家補償の精神に基
づき、障害者末人には障害年金を、死亡者の遺族には遺族年金・遺族給与金及び弔慰金
を支給し援護を行うことを目的とする法律で、昭和 27年 4月に制定されました。 
支給対象者は、国と雇用関係又は雇用類似の関係にあった軍人軍属及び準軍属並びにそ
の遺族です。ただし、軍人については、昭和 28 年 8 月に軍人恩給が復活し、原則とし
て恩給法が適用されることとなったため、遺族年金や障害年金の支給対象者は为に恩給
法に該当しない軍人、軍属及び準軍属並びにその遺族となっています。 


























48、前掲『原子爆弾災害調査研究報告集』第 2分冊 1355~1357頁。 
49、寄田享さんのホームページ http://ww2.enjoy.ne.jp/~yorita/  
50、兒玉光雄さんのホームページ http://www.geocities.jp/mk32924/ 


















55、『中国支社 30年史』1966年 日末国有鉄道中国支社編集・発行 326～327頁小見出
し「原爆と広島駅」（木村広島駅長の手記によると、「風速 10m 余の单西風で、11 時







59、大竹市『大竹市史』末編第 2巻大竹市役所 1970年 88頁の「午後 2時頃・・・始め
て小網町の現場に到着した（観音までトラックその先の観音橋－川土手は徒歩）。」と
記述されている。 
60、『皆実有朊六十周年、1961 研井知陽編 広島県広島皆実高等学校 104～105頁 引
率教員坪井守麿「あの日のこと」、『皆実有朊百周年記念誌』2001年 皆実有朊百周年
記念誌編集委員会編 広島県立広島皆実高等学校発行 115～116 頁 黒川富美子教諭の
手記、『平和への祈り』2007 広島第 1県女有朊会四十五期追悼の会 24頁,69頁 同
級生植田規子、水野康子の手記。 
61、前掲『生死の火 広島大学原爆被災誌』 
（あとがきによるとこの遺稿は、昭和 21年 3月に書かれている） 



























































表 24 指定避難先町村（1945年 4月 17日策定） 
出所：『広島県史原爆資料編』、74-75より作成 
 
 指定避難先  指定避難先 
防空小区 郡 町村 防空小区 郡 町村 
西部 佐伯 井口、石内 福島 佐伯 八幡、観音 
大手 佐伯 観音 舟入、江波 佐伯 八幡 
神崎 佐伯 五日市 観音 佐伯 地御前 
宇品 佐伯 大野 天満 佐伯 宮内 
中島 佐伯 平良、原 千田 佐伯 廿日市 
広瀬、末川 安佐 古市、川内 横川 安佐 安 
袋町 安佐 可部、八木 
緑井 
白島、幟 安佐 祇園 
竹屋 安佐 皆実 安佐 
牛田 安佐 戸坂、口田 段原 安佐 落合、深川 
荒神 安佐 狩小川 青崎 安芸 畑賀 
矢賀、尾長 安芸 中山、温品 比治山、仁保 安芸 中野，奥海田 

























表 25 町村別罹災者収容数一覧表（1944年） 
出所：『廿日市町史』資料編Ⅴ 720頁 六四二 「平良村庶務一件」より 
罹災者収容町村（佐伯郡） 

























































































計 １４ ８８９２ ４０６３４ ５９２３ ４４４６０ ５０３８３ 
同上（安佐郡） 〔15ヶ村 明細省略〕 
計 １５ ９５１９ ４１４４８ ８７２０ ４７５９５ ５６３１５ 
    同上（安芸郡） 〔7ヶ村 明細省略〕 
計  ７ ３１１１ １５２２０ ３０６５ １５５５５ １８６２０ 






第 1頄 被災者を収容した地域」で述べる。 
なお、各町村には第 2、第 3の救護所を確保しておくよう通達が出された 7。 
 
























第 1頄  行政、医療、学術の文献に記載されている救護所 
先ず、行政関係の文献『広島県史』原爆資料編には、広島県の公式記録「第 1 号 戦災








表 26 広島県把握の救護所 太字は＜近郊＞ 












御幸橋 己斐橋 東照宮 
泉邸 御幸橋東側三
叉路 
住吉橋 東洋工業 矢賀国民学校 




東練兵場 江波兵器学校 向西館西側 
府中国民学校 東練兵場 府中国民学校 井口国民学校 己斐国民学校 
市役所 土橋 東署 比治山下 草津国民学校 
比治山 横川 温品国民学校 江波国民学校 福屋 
東警察署 己斐 県庁跡 日末製鋼所 仁保国民学校 
住吉橋 東警察署 第 2国民学校 泉邸 福島橋西 











古田国民学校 泉邸 長寿園 戸坂国民学校 実践女学校 
己斐  逓信病院 中山国民学校 観音村 
中山  大芝国民学校 市役所 廿日市国民学
校 
  舟入電停前 牛田国民学校 祇園青年学校 
  倉敶航空機工場 三篠信用組合 厳島国民学校 
  江波三菱造船所 三篠橋東 平良村 
  江波唯信寺 大芝公園 神崎国民学校
跡 
  勧業銀行跡 船越国民学校  
 
 
地図 7 救護所 53箇所のうち近郊町村のみ 
出所：『広島原爆医療史』147頁 
表 26の近郊 16箇所（表 26に太字で示している）のうち東洋工業と矢賀国民学校[市内]
を除く 14箇所を表示  
 
 






















表 27 救護所数 13箇所、11箇所、53箇所が記載されている文献 






市内 37市外 16 147頁 
市内外に具体的に多数 













11箇所 第 1巻 206～207頁 
13箇所 第 1巻 534頁      












1976 『原爆三十年』 箇所数の記載見当たらず 市内の 5 病
院名を記載 負傷者が群集している場
所に仮設救護所 66～67頁 
























53箇所 296～297頁  
他に 49箇所など 298～299頁 
1983  『広島新史』歴史編 50数箇所 7頁 
病院、救護所を各一箇所 8頁 




市内 110箇所一覧 422～423頁 
市外 139箇所一覧 426～427頁 
1996 『被爆 50 周年広島市原爆被爆者
援護行政史』 
13箇所 
53箇所 市内 37市外 16 27頁 
病院、軍の救護所等 21頁～33頁 






















表 25に記載されている安佐郡 15ヶ村の罹災者収容合計は 56,315人である。市外への避難
者数がまとめられている廣島市役所『昭和二十一年度 市勢要覧』10 によると、筆者の合











































1988 年に出版された表 27 中の『広島県戦災史』が、その作業を試みたと思われる。同
書は、13 箇所、53 箇所と、救護所総数との関係について「・・・13 箇所に救護所が開設













の地域別救護所一覧」に 110箇所を、同様に「表 93 広島県内の市郡別救護所一覧」に 139
























する上で曖昧さが残らないで、実態をより反映できると判断したのである。    
文献や手記からまとめるという『広島県戦災誌』の方法によって、開設された救護所の





































第 3節  実際に機能した救護所 
末節では、実際に機能した救護所をまとめていくのであるが、病院・診療所については、
他の救護所とは分けてまとめることにする。 




















「21名の軍医、薬剤官 3名、看護婦その他 450名を擁する大病院であった。被爆当時約 3,500
人の被爆負傷者を収容救護・・・」17と述べられている。まず、8 月 6 日に市内で救護所
として機能した病院や診療所を表 28に示す。 
 
表 28 1945年 8月 6日広島市内の病院救護所 
出所：『広島原爆戦災誌』『広島原爆医療史』『被爆者とともに』『原子爆弾』 
病院名 出所 
収容人数   備考    




















三菱重工業株式会社構内診療 『戦災誌』第 1巻 病院で約 1,000人 






























広島赤十字病院 同書 434～465頁 負傷者が殺到、人数不明 
専売局診療所 









力田病院 同書第 2巻 889頁 田方地区で 1,000人 
川瀬外科病院 同書第 4巻 635頁 宇品地区で負傷者を 
博愛病院 『原子爆弾』19頁 宇品地区で負傷者収容 
計  16箇所   
 





























表 29 1945年 8月 6日広島市内の救護所（病院・診療所を除く） 
出所：『広島原爆医療史』『被爆者とともに－続広島原爆医療史』『広島原爆戦災誌』 
『広島県史』原爆資料編『広島市医師会史』『原子爆弾』 
 場所 爆心地からの距離(km) 出所 収容人数など ( )内は筆者判断 
 
県庁跡    0.8 『医療史』147頁 『広島市医師会史』第 2巻 297  
小網町    0.9 『医療史』298頁 236名の職域義勇隊の収容と救護 
上柳町土手  1.4 『医療史』246頁 
三篠橋東   1.4 『医療史』147頁 （三篠橋堤防と一続き） 
单大橋東   1.9 『原子爆弾』20頁 200名 
長寿園    2.0 『戦災誌』第 2巻 216頁 
御幸橋    2.1 『医療史』147頁 『市医師会史』297頁（御幸橋西詰付近） 
己斐橋    2.2 
『医療史』114頁 147頁に記載あり 『戦災誌』己斐地区に記
述見当たらず  

















泉邸     1.3 『広島県史』原爆資料編 101頁 103頁 166頁  
比治山下   2.3 『医療史』147頁 『戦災誌』第 2巻 440頁 
比治山防空壕 2.4 『原子爆弾』25頁 衛生教育隊の野戦救護所 
己斐駅前   2.4 『戦災誌』第１巻 310頁 『原子爆弾』26頁  
タカの記念碑広場 2.4 
『戦災誌』第 2巻 458頁 （御幸橋東側三叉路と併せて御幸橋
東詰付近） 
東練兵場   2.5 『戦災誌』第 2巻 217頁 
大芝公園   2.7 『医療史』147頁 172頁 



















総合グランド 3.5 『戦災誌』第 1巻 482頁 数千人 軍医と三菱病院 
吉島飛行場  3.5 『戦災誌』第 2巻 641頁 
 
日末銀行広島支店 0.5 『戦災誌』第 3巻 351~352頁 
市役所    1.0 『医療史』155頁 『戦災誌』第 3巻 161頁 8日開設 




広島市西隣保館 1.9 『戦災誌』第 2巻 789頁 『広島市医師会史』298頁 
吉島末町一丁目 2.2 『戦災誌』第 2巻 641頁 町内会事務所あと 
中国塗料末社 2.3 『戦災誌』第 3巻 592頁 
三菱社宅数十戸 2.5 『戦災誌』第 1巻 482頁 『医療史』271頁 幾百人 
倉敶航空機工業 2.5 『医療史』114頁 
財務局寮   2.5 『戦災誌』第 3巻 297頁 牛田町 開設日時不明確 
己斐消防署  2.6 『医療史』246頁 
被朋支廠   2.6 『戦災誌』第 2巻 458頁 3400人 
陸軍兵器補給廠 2.7 『原子爆弾』25頁 『戦災誌』第 2巻 458頁 
糧秣支廠   3.4 『戦災誌』第 2巻 517頁 
中 国 配 電 大 洲 製 作所 
3.7 
『原子爆弾』25頁 『広島市医師会史』298頁 『戦災誌』第
3巻 505頁 『医療史』230頁 302人 
国鉄矢賀工機部 4.0 『戦災誌』第 2巻 518頁 
宇品 各医院 4.0 『戦災誌』第 2巻 321頁 
宇品保養院  4.4  『広島市医師会史』299頁 
桞橋近くの倉庫 4.5 『原子爆弾』18頁 
馬繋所    4.5 『原子爆弾』18頁 
宇品造船所  5.3 『広島市医師会史』299頁 
金輪島ドック 6.5 『戦災誌』第 2巻 554頁 500人 
寺
社 
住吉神社   1.3 『被爆者とともに－続広島原爆医療史』72頁 
光明院    1.5 『戦災誌』第 2巻 216頁 小田亮医師 
照山宅妙蓮寺跡 1.8 『戦災誌』第 2巻 789頁 『広島市医師会史』298頁 
鶴羽根神社  2.0 『戦災誌』第 4巻 629～630頁 参集殿 100人と防空壕 
饒津神社   2.0 『戦災誌』第 4巻 628頁 全焼し境内が臨時救護所 











天満宮    2.6 『原子爆弾』25頁 
江波 唯信寺 2.6 『戦災誌』第 4巻 651～653頁 730人余収容 
国前寺    2.8 『戦災誌』第 4巻 654頁 
早稲田神社  3.0 『戦災誌』第 2巻 233頁 社務所前と社掌末宅 
三瀧寺    3.2 『戦災誌』第 4巻 655～657頁 
宇品 各社寺 3.5 『戦災誌』第 2巻 518頁 
不動院    3.8 『戦災誌』第 4巻 659～661頁 
神田神社   4.0 『戦災誌』第 4巻 635～636頁 拝殿で応急手当 
千暁寺    4.3 『戦災誌』第 4巻 661～662頁 （6日からの継続と判断） 












末川国民学校 0.3 『戦災誌』第 2巻 133～134頁  
神崎国民学校 1.2 『戦災誌』第 4巻 111頁 被爆後緊急に 
県立第 2中学校 2.0 『戦災誌』第 2巻 764頁 医師の指導を受け救護活動 
舟入国民学校 2.2 
『戦災誌』第 4巻 177頁 たくさんの避難者 『広島市医師会
史』299頁 
第二国民学校 2.4 『戦災誌』第 4巻 297頁 講堂，教員室ほか５教室 
大芝国民学校 2.4 
『戦災誌』第 4 巻 198 頁 三篠,大芝両学区の救護所 教室に
被災者数百人 『医療史』176頁 7日から 
牛田国民学校 2.5 
『戦災誌』第 4 巻 205頁 7 日救護所指定を受ける 死体 760
余 
第一国民学校 2.6 『戦災誌』第 4巻 289頁 
比治山国民学校 2.8 『戦災誌』第 4巻 218頁 8日より孤児収容所も併設 
陸軍兵器学校 2.9 『広島県戦災史』422頁 
己斐国民学校 2.9 『戦災誌』第 2巻 848頁 万を超える 死体約 1,000 
広陵中学校  3.0 『戦災誌』第 4巻 466頁 使用可能な教室を救護所に 
大河国民学校 3.1 『戦災誌』第 4巻 235頁 教職員,医師,薬剤師,兵隊 
広島女子専門学校 3.5 『戦災誌』第 4巻 543頁 負傷者約 200人 
江波国民学校 3.7 
『戦災誌』第 4巻 246頁 『戦災誌』第 2巻 690頁 収容所も
併設 万を超える 
6日 治療者約 2000人 収容患者 545人 
矢賀国民学校 3.7 『戦災誌』第 4巻 241頁 全校舎に 150~160人  
宇品国民学校 3.8 『戦災誌』第 2巻 518頁 
学 
校 







県立広島師範学 3.9 『戦災誌』第 4巻 348頁 末科寮，北側校舎で看護 
宇品学園   4.0 『戦災誌』第 2巻 518頁 負傷者が溢れるほど収容 
古田国民学校 4.2 『広島市医師会史』299頁 『戦災誌』第１巻 496頁 
仁保国民学校 4.2 
『戦災誌』第 2巻 475頁 校舎に 400人 暁部隊，教職員，町
の人々で看護 死者 60人以上 
楠那国民学校 4.5 『戦災誌』第 4巻 269頁 理科室，2階教室に 277人 
草津国民学校 4.7 『戦災誌』第 4巻 274頁 校舎，講堂に 3,000人 
青崎国民学校 5.2 
『戦災誌』第 4巻 280頁 13教室を開放 医師 1，看護婦 2，
学校全職員で約 400～500人 
計  83箇所   
 
以下は末論の救護所の定義に合わない、または、7日以後開設で加えなかった。 
福屋       0.6 『広島市医師会史』309頁 8月 10日以降  
西練兵場     0.7 『戦災誌』第 2巻 185頁 （応急処置所） 
大末営跡        0.8 『戦災誌』第 2巻 185頁 （応急処置所） 
勧業銀行跡    1.0 『戦災誌』第 2巻 291頁 8月 10日以降か 
幼年学校跡    1.2 『戦災誌』第 1巻 559頁に 7日 第 2巻 185頁  
住吉橋西     1.4 
『医療史』147頁に記述あるも『戦災誌』第 2巻 111頁の記述
および M氏の証言により応急処置所と判断 
向西館西側    1.5 
『医療史』147頁に記載あるも 『戦災誌』第 2巻 741頁に応
急救護所は全くできなかったの記述もある 
白島一番ガード北 1.7 『戦災誌』第 2巻 216頁 15日以降  
中広橋      1.7 
『医療史』147頁に記載あるも 『戦災誌』第 2巻 741頁に救
護所はできなかったの記述もある 
福島橋西     1.7 
『医療史』147 頁に記載あるも 『戦災誌』第 2 巻 789～790
頁および『原子爆弾』にも記述見当たらず 
三篠国民学校   1.8 『戦災誌』第 4巻 170頁 10日ばかりして仮設救護所  
舟入電停前    2.0 
『医療史』147頁に記載あるも 『戦災誌』第 2巻 673頁に救
護所は設置されなかったの記述もある 
市営屠場     2.2 『戦災誌』第 2巻 789～790頁 7日以後の記述あり  
尾長国民学校   2.8 『戦災誌』第 4巻 211頁 午前中救護所午後 3時火災  
計  1４箇所  
 














市の中心部で疎開を禁止されていた医療従事者の罹災状況は、医師が 298 名中 270 名、
歯科医師が 152名中 132名、薬剤師が 140名中 112名、看護婦が 1780名中 1654名であっ




が記載されている 20。また、避難所に指定されていた広場や社寺 261 箇所では、市の周辺
部で救護所になっているところが表中に幾つかみられる 21。 
広島市内の救護所を、表 28、表 29 に対応させて地図に表記する。病院救護所は塗りつ






























地図 8 1945年 8月 6日広島市内の救護所 

















































表 30 1945年 8月 6日広島市外の病院救護所 
出所：『戦災誌』『医療史』『被爆者とともに』『鯉城の日々』「原爆体験手記」 
病院名 所在  出所 
収容人数  備考 
7日以降の人数を含む 
東洋工業付属病院 





日末製鋼所付属病院 安芸郡船越町 同書 583  病院,寮舎を開放治療 
小屋浦暁部隊野戦病院 安芸郡坂町 『医療史』98  269人 
呉共済病院 呉市 『戦災誌』第 4巻 695  負傷者収容 救護班 
呉海仁会病院 同上 負傷者収容 
呉海軍病院 同上 73人 救護と調査 
瀬野鉄道診療所 
安芸郡瀬野村 『戦災誌』第 3 巻
203 
10時過ぎ汽車で担送 




























第 1巻 348  
13,000 人 内 8,500 人
を分院等に移送 
広島第 1陸軍病院安国民学校 安佐郡安国民学校 同書 348  1,000人 
広島第 1陸軍病院可部分院 安佐郡可部国民学校 同書 348 2,300人 
広島第 1陸軍病院亀山分院 安佐郡亀山国民学校 同書 348 2,000人 
広島第 1陸軍病院三入分院 安佐郡三入国民学校 同書 348 300人 
広島第 1陸軍病院大林分院 安佐郡大林国民学校 同書 348 300人 
広島第 1陸軍病院飯室分院 安佐郡飯室国民学校 同書 348 200人 
広島第 1陸軍病院鈴張分院 安佐郡鈴張国民学校 同書 348 150人 
広島第 1陸軍病院庄原分院 庄原市末町 同書 348 300人 
庄原赤十字病院 庄原市庄原町 同書 336 680人 夕方 7時 
広島第 2陸軍病院井原国民学
校 










災誌』第 1巻 348 
1,000人 
吉田病院 高田郡吉田町 『医療史』285 600人 
広島第 2陸軍病院三次分院 
三次市県立三次中学校 『戦災誌』








佐伯郡井口村 『戦災誌』第 4 巻
707   
大竹義勇隊 
 









佐伯郡大野町 『戦災誌』第 1 巻
349 
400人 
大野陸軍病院救護所大野西国 佐伯郡大野町 『戦災誌』第 1 巻 1,264人 





























岩国海軍病院 山口県岩国市 同書 306 救援,治療 









第 4頄 市外の病院救護所以外の救護所 


















表 31 1945年 8月 6日広島市外の救護所（病院・診療所を除く） 




所在   出所 
( )内の箇所数は既出の病院救護所を除いた数 
呉市 11時 
日勝温泉 広警察署 天応町 (3 箇所) 『戦災誌』第 4
巻 695頁（以下頁を省略） 
大竹市 
10 時  トラ
ック 列車船
で 
小方国民学校 大竹国民学校 玖波国民学校 小方避病




三次国民学校 十日市国民学校 三次高等女学校 (3 箇
所) 『戦災誌』第 4巻 715 
庄原市 夕方 7時頃 山内西国民学校(１箇所) 『戦災誌』第 4巻 719 
市部計  （11箇所） 
井口村 9時 
井口国民学校 正項寺 実践女学校（3箇所） 『戦災誌』






役場 五日市国民学校 光禅寺 楽々園遊園地 五日市
隔離病舎 浄土時 八幡国民学校 観音国民学校 観音
地区会館 日末製鋼所皆賀と各民家 『戦災誌』第 4 巻
728~729、正向寺『崇徳学園百二十年史』1995 335 (11




廿日市国民学校 平良国民学校 原国民学校 宮内国民
学校 地御前国民学校 串戸会館 増井工場倉庫(7 箇
所)と各民家 『戦災誌』第 4巻 740 
宮島町 16時 
厳島国民学校は『医療史』147頁に記載あるも 登校日の
学校日誌に記載見当たらず 25 6日は（0箇所）8日に 350




チチヤス牧場 大野下国民学校 西教寺(3 箇所) 『戦災
誌』第 4巻 752 第 3巻 201『廣島県大野町史』836，837 




（24箇所） その他医院,民家 8日に宮島の 7箇所が加
わる 
祇園町 9時 
油谷重工 祇園青年学校 （２箇所） 『戦災誌』第 4
巻 765 








櫻鳴国民学校 大須国民学校 安国民学校 正伝寺（4箇
所） 『戦災誌』第 4巻 770 
安佐町 16時 
久地国民学校 小河内国民学校 養専寺 教雲寺(4 箇
所)  長覚寺が 8日 『戦災誌』第 4巻 777 
佐東町 10時前 
八木国民学校 緑井国民学校 川内国民学校 浄楽寺 
川内公民館（5箇所）民家割当 同書 773 
沼田町 11時ごろ 
戸山村国民学校 隔離病舎 寺院 伴村国民学校 隔離





亀山農協 超円寺 勝円寺 願船坊 品窮寺（５箇所） 
4町村国民学校は陸軍病院分院 同書 787 
高陽町 
9 時  正午 -
狩小川  
13時-深川 
口田国民学校 狩小川国民学校 深川国民学校 口田農






8日 2箇所 その他医院,民家 
中山村 9時ごろ 中山国民学校(１箇所) 『戦災誌』第 2巻 381 
府中町 8時 30分 府中国民学校(１箇所) 『戦災誌』第 4巻 794 
船越町 9時ごろ 船越国民学校 正明寺 正専寺(3箇所) 同書 798 
安芸町 9時過ぎ 
温品国民学校 福木国民学校 陸軍馬木大原演習場兵舎 
(3箇所) 同書 801 
海田町 10時 
海田市国民学校  東海田国民学校  明顕寺  真宗寺  
(4箇所) 同書 805 
坂町 10時 
坂国民学校 横浜国民学校 小屋浦国民学校 小屋浦海
水浴場 横浜海岸 鯛尾(6箇所) 同書 811 鯛尾は『戦
災誌』第 2巻 619 
瀬野川町 11時 
畑賀国民学校 中野国民学校 中野村専念寺『戦災誌』
第 4巻 815 水野医院『あのとき閃光を見た』(4箇所)  




切串国民学校 津久茂国民学校 正念寺(3 箇所)  『戦















10 時 30 分 
芸備線で 
市川村立国民学校 志屋村立国民学校 井原村隔離病舎 
秋越村隔離病舎(4箇所) 『戦災誌』第 4巻 835 
向原町 14時 30分 
向原国民学校(1箇所)  




吉田国民学校 高田地方事務所会議室(2 箇所)  『戦災




甲立国民学校 木坂旅館・松村旅館(2箇所)  『戦災誌』
第 4巻 845 变述から 6日開設と筆者判断 
加茂郡西
条町 




上下警察署 步徳殿 『戦災誌』第 4巻 876 三玉医院『医
療史』302 (3箇所)  
3郡 計  （13箇所）その他医院,民家 
合計  105箇所 
 

































































































末章でまとめた 8月 6日当日に開設された救護所数は、先述したように市内 99箇所、
市外 143箇所、計 242箇所である。市内外の救護態勢や罹災者収容の準備は、統制された
























発 2日後の 8月 8日から、アメリカの要請を受けた文部省が原子爆弾災害調査研究特別委
員会を発足させた 9月 14日までの間であり、8月 15日の敗戦前後である。つまり、敗戦
前後にわたる日末の医療機関（末論が救護所の一つとしている）による治療例である。 








した治療を見てみよう。検査は 3回行われている。8月 11日、白血球 4200（分葉核 59％,
桿状核 13.5％,エオジン嗜好 3.5％,塩基嗜好 0,リンパ球 19.5％,卖核球 3.5％,メタ 2.0％）。
発熱した 17日、白血球 1200（分葉核 25％,桿状核 25％,リンパ球 30％,卖核球 5％,プラス
マ細胞 10％）1回輸血後尿検査。18日、白血球 700直ちに自血 50㏄を筋肉内に入れ、B
型 100㏄を輸血と記録されている。剖検番号 79の尿検査についてみると、28、29日には





































9.5kmの五日市町（人口 8,000人）には、8月 6日午前 9時過ぎに大勢の被災者が町内に逃
れてきた。トラックで運ばれてきた者もあった。国民学校、寺、会館など 8箇所の救護所
に収容するもすぐいっぱいになったので、各民家に（一戸に 3,4人）収容した。収容者数








収容者のうち 883 人以上死亡となっている 31。末節では、避難者を引き受けた地域がどの
ように救護所を開設して救護したのか、避難者を引き受けた地域の実態の一部に触れる。 
 
第 1頄 八幡村と宮内村 
ここでは、2つの村を例に挙げて村での救護状況を見てみる。 
前記五日市町の 8箇所の救護所の一つ、八幡国民学校救護所の実態を見てみよう。収容



















は 1,342 人の 5％に満たない。名簿と記念誌に共通しているのは、各戸に分散して収容し
たのが为であることである。このことから、八幡国民学校救護所は八幡村の各戸に及ぶ村
全体での救護活動を内包していたといえるであろう。 
つぎに、爆心地から 15～25km の距離にある佐伯郡宮内村人口（2,212 人）では、8 月 6
日 10時半に警防団が召集され出広の途についている。午後に至り被災者が来村し、救護所
を 2箇所,宮内国民学校と串戸会館に開設している。この 2箇所の救護所に収容した罹災者
は合わせて村内に来た罹災者の 32.2%で、残り 67.8%の罹災者は、昭和 19年に定めていた







収容人員割当歩合によって各部落に割り当てられた 35（次頄の表 33 参照）。8 月 10 日の
罹災者数は、1,206人である。 
これら八幡村と宮内村の記録を見ると、どちらも救護所は直ちに開設されている。また、















下記は 1944 年 6 月に広島市・東警察署・西警察署・宇品警察署連名で町村に依頼した
文書である。 
「罹災者収容・給食・医療救護計画につき依頼」 
  1 避難者収容計画 
 2 避難道路の選定、確保及避難者誘導 
  3 給食計画 
  4 医療救護計画 
避難者収容能力調査票 
  第 1号表 特殊建物の部 
  第 2号表 旅館、一般住宅等 1坪に 2名 
  第 3号表 医療機関 
町村別に取りまとめ速やかに西（東、宇品）警察署に通報すること 
（『県史』59～61頁、具体的内容は筆者省略） 
町村ではこれを受けて準備がなされ、1945 年 4 月には「広島市大避難実施要領」が策
定されて、指定避難先町村も指定されていた。例に挙げた八幡村、宮内村だけでなく、近













昭和 20年 9月 3日         佐伯郡友和村長 永中政夫 
   前渡戦災見舞金精算報告 
     受領金額 参千円 
      内 二人以上 五三所帯 壱千五百九拾円 
        一人   四三所帯 八百六拾円 
        弔慰金  一一名  五百五拾円 
        差引            ０  
                 




        戦災者ニ関スル件   
◎戦災者見舞金 弔慰金 
    前回ノ朩交付者 罹災証明書又ハ○写罹災証明書認印携行ノコト 
   ◎缶詰―前略 広島市罹災者ニシテ 8月 30日現在末村为要食糧受配者ニ限ル 後略 







にみられるように、被災者に供与する握り飯を 8月 6日から 8月 10日までに村全体で合計
22,167個供出している。8月 8日以降は、表には記していないが焼むすびを供出している。
宮内村は表 33のように各部落の分担を千分率で決め、表 34の上側の表にみられるように,8
月 11日に国民学校ヘ「似島ヨリ患者収容ニツキ設備用」として麦ワラ 205〆、ムシロ 205
枚を供出している。新たに収容避難者が割り当てられ、それに伴って必要なワラやムシロ
の供出が加わったのであろう。さらに、広島市内への握飯供出 8月 6日～8月 14日で 25,000
個が表 34の下側の表に記録されている 38。村々が地域社会を挙げて、総動員態勢に組み込
まれたなかで、避難者に対応したことがうかがえる。 








表 32 「八幡村庶務一件」広島市公文書館所蔵 
 
 
表 33 宮内村 1944年各部落千分率割り当て  表 34 1945年 8月似島より患者収容 
                        ワラ、ムシロ、握り飯供出 













1、広島市市民局国際平和推進部平和推進課所蔵 原爆罹災者名簿 1945年を 85点閲覧 
2、広島市公文書館所蔵「原爆体験記募集原稿」 1950年 164篇を閲読 
3、日末原爆被害者団体協議会「原爆被害者調査」1985年 松尾雅嗣 「漢字テクスト検索
システム KR」1991年 2003年 広島直爆 105 入市 43を検索 
4、 広島県『広島県史』原爆資料編 1972年 59頁 
5、前掲書 72~75頁 
6、廿日市町『廿日市町史』資料編Ⅴ 1983年 罹災者収容諸件宮内村〔一四〕 753頁 
7、広島県『広島県史』原爆資料編 1972年 41頁「空襲勃発の際に町村としての対策につ
き通達」 
8、広島県『原爆三十年』 1976年 64頁 
9、「川田兹三郎文書」広島原爆障害対策協議会保管。 







救護所及救護人員表 昭和 20.8.6～10.5 、 
〔応援救護班派遣状況職別日別調〕昭和 20.8.6～10.3（医師 10円、看護婦 2.5円）、 
広島県『広島県史』原爆資料編 1972年 166~182頁  
10、廣島市『昭和二十一年度 市勢要覧』 1947年 66～68頁 
11、広島市公文書館所蔵「原爆体験記募集原稿」 1950年 NO.2 2－007~2－0016   
12、広島一中有終会回想録刊行委員会『鯉城の日々』 1986年 54~56頁 
13、広島原爆医療史編集委員会『広島原爆医療史』 1961年 126頁 
14、広島市医師会『広島市医師会史』第二篇 1980年 295頁 
15、広島県『広島県戦災史』 1988年 422頁~423頁 426頁~427頁    
16、「広島市永年防空計画」 第 165条 
17、広島原爆障害対策協議会『被爆者とともに 続広島原爆医療史』 1969年 80~81頁 







18、広島市役所『広島原爆戦災誌』 1971年 第 5巻 「広島市永年防空計画」 別紙三十
三号立町 2箇所 中町 2箇所 白島 国泰寺 大手町 中島末町 中島新町 天神町 木挽町 
水为町 東千田町 稲荷町 各 1箇所 [白島の天野病院は焼失せず機能する] 
19、広島県『広島県史』原爆資料編 1972年 148頁 
20、広島市役所『広島原爆戦災誌』 1971年第 4巻 53~325頁 及び 同書第 5巻 「昭和
十六年度広島市防空計画」第五十一条 別紙第三十三号の二「学校救護所調査票」 
21、広島市役所『広島原爆戦災誌』 1971年 第 5巻 「昭和 16年度広島市防空計画」 第
五十七条 別紙第三十六号 
  東練兵場 西練兵場 比治山 長寿園河原 江波公園 早稲田神社 千暁寺など 
22、米国国立公文書館所蔵 国土地理院複製評定図 1945年 7月 25日付け 5Ｍ335-1 32Ｓ
の航空写真と昭文社「広島市为要部」地図 2004年により修正 
23、広島県警察史編さん委員会『広島県警察百年史』 1971年 326頁 「貨物自動車 130
台の応援をも得て、懸命の活動をしたのである」。広島テレビ放送『いしぶみ』 1970
年 爆心地から約 500mで被爆し全滅した広島二中一年生は、21%に当たる 68名が生
存中家族にあっているが、そのうち 22、3名はトラックで救護所や自宅に運ばれてい
る（筆者集計）。 









広島一中有終会回想録刊行委員会『鯉城の日々』 1986年 8月 6日午後郊外電車宮島
線は「荒手［爆心地から約 6km］で折り返し運転」131頁。 




26、広島県『広島県史』原爆資料編 1972年 99頁 
27、広島県医師会『広島県医師会史』 1966年 760~762頁 『医療史』306頁 







28、広島原爆医療史編集委員会『広島原爆医療史』 1961年 303頁  
29、広島原爆医療史編集委員会『広島原爆医療史』 1961年 13~20参照 
  防空法 第六条 地方長官ハ勅令ノ定ムル所ニヨリ特殊技能ヲ有スル者ヲシテ防每、救護
其ノ他防空ノ実施ニ従事セシメルコトヲ得 
  戦時災害保護法 第六条 救助ノ種類左ノ如シ 一収容施設ノ供与 二焚出其ノ他ニ依ル
食品ノ供与 三被朋、寝具其ノ他生活必需品ノ給与及貸与 四医療及助産 五学用品の給
与 六埋葬 以下略 
  戦時災害保護法施行令 第二条・・・救助ノ実施ニ従事セシムルコトヲ得ル者ハ・・・ 
    一医師、歯科医師及薬剤師 二保健婦、助産婦及看護婦 三建築技術者 四家屋大工、
左官及鳶職 五前各号ニ定ムル者ノ外厚生大臣ノ認可ヲ受ケ地方長官ノ定ムル者   
  戦時災害保護法施行規則 第四条・・・命令ハ従事令書ノ交付ヲ以ッテ之ヲ行ウ 
   医療関係者応召心得 一召集命令ヲ受ケタルトキハ警察署長ノ指定セル日時、場所ニ




31、五日市町史編集委員会『五日市町史』（中巻） 1979年 339~342頁参照 
広島市市民局国際平和推進部平和推進課所蔵の原爆罹災者名簿 
「認許証請求者死亡診断書名簿(旧五日市町)」には、684 名の名簿があり、内 325 名
の死亡診断書がある（筆者数える）。 





名（筆者数える以下同） 別綴「昭和二十年八月 戦災患者名簿 八幡村村長」 
318名、内死亡火葬 53名、内身元不詳者 2名 
34、五日市町立八幡小学校『九十周年記念誌』 1966年 72頁 
35、廿日市町『廿日市町史』資料編Ⅴ 1983年 740~753頁から抄録、％は筆者算出 
36、五日市町史編集委員会『五日市町史』（中巻） 1979年 342頁 
 観音村「昭和二十年八月 戦災患者名簿 村長」 
広島市市民局国際平和推進部平和推進課所蔵の原爆罹災者名簿 
37、｢宮内村罹災患者名簿（宮内国民学校）｣ 「宮内村罹災患者名簿（各部落）」 「戦
災者収容名簿 地御前村」 「昭和二十年八月十日罹災者受入状況報告綴 狩小川村
役場」 「収容患者名簿 玖波町」 「戦災者名簿 昭和二十年八月起 大林村役場」 
 『佐伯町誌』末編佐伯町 1984年 222,223頁 
38、廿日市市『廿日市町史』資料編Ⅴ1983年 752頁 




































和 16年度広島市防空計画」の策定後、戦況の深刻化に伴い 1945年 3月には、地域、職域
に国民義勇隊が組織され、国民総動員体制が強化された。学校は、1945 年 4 月から学童
疎開が実施され、中等学校では 1944年度になると 2年生も工場に動員された。1945年 4
月には都市へのじゅうたん爆撃が激化する状況に対応するため、「広島市大避難実施要領」





























れていることを示した。油谷重工義勇隊学徒隊の 53名中の 8名 15％が、また、広島県立























爆心地から 0.5㎞を超え 1.0㎞以内からの避難では、現在までのまとめでは 12校の生徒
2221人が被爆し、そのうち 2121名(95％)が死亡していること、県立第一高等女学校では
































て避難した全数である。8 月 6 日当日学校を休んでいた 13 名は、2006 年 7 月現在で、4































































































































































































































NO 文献 記述内容 







3  『核放尃線と原爆症』98頁 鉄の溶ける温度は 1536度なので、爆心付近におい
ては、物も人も灰に近い状態になったであろう 
4  『ヒロシマはどう記録された 爆心への吹き戻しにより、目玉や舌が飛び出し、へ










5  『死の内の生命』19頁 高度の熱のために金属や石なども融け、人間は文字
通り灰になってしまったのである 
6  『葬られた原爆展』290頁 熱線で気化した尐女たちの残していった弁当箱や
水筒など 




 一つは「500m 以内近距離被爆群」で、1972 年までに 78 名が確認され「爆心地被爆者
の総合医学的研究」が発足している。被爆時年齢 3か月から 54歳で、被爆推定線量は染
色体異常に基づく推定で 0.9～5.4Svとなっている。 
もう一つは「530m 被爆挺身隊群」（進徳高等女学校）で、1979 年までに 28 名が確認さ
れ、同一場所、同一年齢被爆生存者群として、特別に研究対象として設定されている。
被爆推定線量は染色体異常に基づく推定で 0.9～5.4Svとなっている。 
 これら 2群と末論が分析した広島一中 19 名を対比してみると、「530m 被爆挺身隊群」
とは、同一場所、同一年齢被爆生存者として共通である。距離は 850m と離れているが、
進徳は鉄筋コンクリート屋内であり、一中は木造平屋建てである。兒玉光雄氏の被爆推




「500m以内近距離被爆群」では、 発生が 1968年、2005年に 28名 36％。 
「530m被爆挺身隊群」では、   発生が 1971年、2005年に 13名 46.4％。 
「木造校舎脱出一中 1年生」では、発生が 1955年、2005年に 16名 84％である。 
一中１年生 19名が発生も早く発生率も大きいという結果である。 
「500m以内近距離被爆群」と「530m被爆挺身隊群」は、『長崎医学界雑誌』81巻特集 































NO 学校名  記録文書、文献、資料等 備考 
１ 広島市立第
2商業学校 
















場所を記した名簿有      
その他 17 名の著者による著書 39 冊が発行されて



















『星は見ている』1954 年 秋田正之 広島一中遺
族の手記『追憶』の抜粋 
『倒壊校舎脱出生徒の手記』1962 年全国高等学校





















年生  35 名が昭






































『被爆 50年を生きて』 1996 H.8 昭和 19入学
者手記 名簿 113名 






























委員会 名簿 350～352頁 
資料は下記 
昭和 21年 5月「罹災状況調」 
昭和 34年 7月「戦災死没負傷職員生徒名簿」 
昭和 41年 7月「原爆死亡者名簿」 
昭和 47年 7月「動員学徒誌」に慰霊碑奉納用名簿 







『安田学園四十年史』1955 安田学園     









10 広島高等師 『生死の火』2～29頁  













廃校 11月 1日 『広島原爆戦災誌』511～516 『動








名簿を基準 三菱重工の全死者は所内 3 名 市内






『いしぶみ』1970年 広島テレビ放送編 名簿有 
『ポプラは語り継ぐ』1991     







『ああ麗しき太田川』1994＾1997 4 冊 広島県
立広島工業学校 
『100周年記念誌』 
校内の「被爆職員 生徒追悼碑」昭和 62 年 8 月 6
日には 職員 4 名 生徒 182 名の氏名が彫刻され
ている 


















『礎』1976 遺族 2年 61名 
『原爆の追憶』1999 広島県立広島商業高等学校
第 48期生 
2 年 60名の名簿あり 2 年 4組土橋 56名 4年 1
組雑魚場 29名  
 
17 広島市立第 広島市立舟入高等学校所蔵文書（県立文書館  

















『崇徳学園百二十年史』1995 名簿 368～379 










編集 38 頁に名簿の写真等 4 冊あり『広島女子商

















『原爆追悼記』 1972修道学園遺族     





雑魚場 1年 31、 2年 134 行先不明 3年 4，4年
10 計 181 
『修道学園史』1978  
1年 31，2年 135、動員中 15 その他 7 計 188 





『広島原爆戦災誌』第 4巻 375＾381。 





























『広陵学園 80年史稿広陵学園』1976年 広陵学園  


























『 しらうめ 母校創立五十周年記念誌』1995 広島
県立広島第二高等女学校同窓会  
『しらうめ  原爆三十周年を記念して』1975 広島
第二高等女学校同窓会／編 








記 1986年 加藤文子編 旧祇園高女 19回生有志 
2頁に教員 1名生徒 82名の名簿あり 動員先別の















2 広島市公文書館所蔵「原爆体験記募集原稿」 1950年 





集』第 1分冊 第 2分冊 日末学術振興会 1953年 
6 広島市役所『新修広島市史』、広島市役所 1958~1961年 
7 広島原爆医療史編集委員会『広島原爆医療史』1961年 
8 広島市役所 『広島市役所原爆誌』付属 原爆体験記、 広島市役所 1965年 
9 広島市役所『広島市役所原爆誌』1966年 
10 広島県医師会『広島県医師会史』1966年 
11 志水清編『原爆爆心地』日末放送出版協会 1969年 
12 広島原爆医療史編集委員会『被爆者とともに－続広島原爆医療史』1969年 
13 広島市役所『広島原爆戦災誌』1971年  
14 広島県警察史編さん委員会『広島県警察百年史』 1971年 
15 広島県(編)『広島県史 原爆資料編』広島県教科用図書販売(株) 1972年  
16 原爆被災資料広島研究会編集委員会(編)『原爆被災資料総目録』第 3集 原爆手記 広
島の部 原爆被災資料広島研究会 1972年 
17 仁科記念財団『原子爆弾』1973年  
18 ﾊｰﾊﾞｰﾄ･ﾌｧｲｽ著 佐藤栄一[ほか]共訳『原爆と第二次世 界大戦の終結 』 单窓社 1974 
19 広島県『原爆三十年』1976年 
20 広島県『広島県庁原爆被災誌』1976年 
21 広島市長崎市原爆災害誌編集委員会編『広島・長崎の原爆災害』岩波書店 1979年 
22 五日市町史編集委員会『五日市町史』中巻 1979年 
23 広島市医師会『広島市医師会史』第二篇 1980年 
24 下中邦彦『日末歴史地名大系第 35巻 広島県の地名』、平凡社 1982年 
25 波多野里望、小川芳彦（編）『国際法講義』有斐閣 1982年 
26 広島市役所『広島新史』歴史編 1983年 
27 広島市『広島新史』地理編、広島市 1983年 
28 廿日市町『廿日市町史』資料編Ⅴ 1983年 







29 安芸町誌編纂委員会『安芸町誌』下巻、広島県安芸郡安芸町 1985年 
30 The Committee for the Compilation of Materials on Damage Caused by the Atomic 
Bombs in Hiroshima and Nagasaki, The Impact of the A-Bomb: Hiroshima and Nagasaki, 
1945-85, 岩波書店 1985年 
31 広島市『広島新史』年表編、広島市 1986年 




35 広島市衛生局(編)『原爆被爆者動態調査事業報告書』、広島市 1988年  
36 NHK 広島局・原爆プロジェクト・チーム『ヒロシマ・残留放尃能の四十二年 原爆救
援隊の軌跡』 ニッポン放送出版協会 1988年 
37 放尃線被曝者医療国際協力推進協議会(編)『原爆放尃線の人体影響 1992』文光堂 
1992年 
38 青木幸昌、赤沼篤夫（編）『放尃線治療ガイドブック』医療科学社 1992年 
39 藤田久一『国際人道法』 有信堂 1993年 
40 ｹﾞ･ｲ･ﾄｩﾝｷﾝ著  藤田久一,松井芳郎訳『国際システムにおける法と力』 法律文化社 
1993年  
41 笹末征男『米軍占領下の原爆調査』新幹社 1995年 
42 ｶﾞｰ･ｱﾙﾍﾟﾛﾋﾞｯﾂ著 ; 鈴木俊彦, 岩末正惠, 米山裕子訳.『原爆投下決断の内幕 : 悲劇
のﾋﾛｼﾏ･ﾅｶﾞｻｷ』ほるぷ出版  1995 
43 ﾛﾅﾙﾄﾞ･ﾀｶｷ著 山岡洋一訳.『ｱﾒﾘｶはなぜ日末に原爆を投下したのか 』草思社 , 1995 
44 R・J リフトン、G ミッチェル、大塚隆訳『アメリカの中のヒロシマ』上下岩波書店
1995年 
45 ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾉﾋﾞｰﾚ, ﾊﾞｰﾄﾝ･J･ﾊﾞｰﾝｽﾃｲﾝ著 三国隆志[ほか]訳 『葬られた原爆展 : ｽﾐｿﾆｱ
ﾝの抵抗と挫折』 五月書房  1995 
46 細谷千博『日米関係通史』東京大学出版会 1995年  
47 中国新聞社編『年表ﾋﾛｼﾏ : 核時代 50年の記録』中国新聞社 , 1995 
48 広島市衛生局原爆被害対策部『被爆 50 周年広島市原爆被爆者援護行政史』、 広島
市衛生局原爆被害対策部 1996年 
49  被爆建造物調査研究会(編)『ヒロシマの被爆建造物は語る』、広島平和記念資料館 
1996年 
50 岩垂弘・中島竜美編『日末原爆論大系』第 1～第 7巻 日末図書センター㈱1999年 







51 中国新聞社『年表 ヒロシマ HIROSHIMA核時代 50年の記録』1995年 
52 NHK広島｢核･平和｣ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ著『原爆投下･10秒の衝撃』 日末放送出版協会 1999年
53 NHK出版編『ﾋﾛｼﾏはどう記録されたか : NHKと中国新聞の原爆報道』 日末放送出版協 
  会 2003年 
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なった、ここに記して感謝する。 
広島平和記念資料館、広島市立公文書館、広島県立文書館の担当者の方々にはお世話に
なっただけでなく、有益な示唆を多く受けた、ここに記して感謝する。 
川野徳幸准教授には、2005 年の博士課程前期以来大学院での研究生活全般にわたって、
指導・助言を受けお世話になった、ここに記して感謝する。 
 
